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「
東
日
本
大
震
災
」
に
お
け
る
津
波
や
、

我
が
国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録

し
、
犠
牲
者
５
千
人
以
上
を
出
し
た
「
伊

勢
湾
台
風
」、
九
州
北
部
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ

せ
て
29
人
を
出
し
た
「
平
成
24
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
」
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
平
成
17
年
の
台
風
14
号
の

よ
う
な
豪
雨
が
該
当
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
数
値
で
す
と
、
本
村
は
48
時

間
雨
量
が
８
６
０
㍉
を
超
え
る
と
き
に
特

別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
安
心
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

◦
重
大
な
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

は
従
来
ど
お
り
警
報
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
最
新
の
情
報

に
注
意
す
る
な
ど
、
警
戒
し
て
く
だ

さ
い
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
身
を
守

る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
激
し
い

豪
雨
や
暴
風
な
ど
異
常
な
気
象
現
象
が

起
き
そ
う
な
状
況
で
す
。
た
だ
ち
に
命

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
周
囲
の
状
況
や
市
町
村
か
ら
発
表
さ
れ

る
避
難
勧
告
等
の
情
報
に
留
意
し
、
た

だ
ち
に
避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、
す
で

に
外
出
す
る
こ
と
が
危
険
な
状
態
の
と

き
は
、
無
理
を
せ
ず
安
全
な
場
所
に
と

ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
こ
の
数
十
年
間
災
害
の
経
験
が
な
い
地

域
で
も
、
災
害
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
油
断
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

  

気
象
庁
は
平
成
25
年
８
月
30
日
か
ら
特
別
警
報
の
発
表
を
開
始
し
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
大
雨
・
暴
風
・
高
潮
や
地
震
、
津
波
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
起
こ

る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
よ
り
甚
だ
し

い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ

た
際
に
は
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
新
た
に
『
特
別
警
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

『
特
別
警
報
』が
始
ま
り
ま
す
！

注
意
!!  

安
心
は
禁
物
！

発
表
の
基
準
は
？

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

特
別
警
報
は
行
政
機
関
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。

情
報
収
集
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１
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８月は『人権啓発強調月間』です!
　「人権」という言葉から皆さんはどんな印象を受けますか。
　「とても大切なもの」それとも「何だか堅苦しくて難しいもの」、はたまた「自分には関係ないもの」でしょうか。
　「人権」とは、すべての人々が生まれながらに持っている幸せに暮らす自由平等の権利です。人権は、誰にとっ
ても身近で大切なものであり、日常の思いやりによって守られるものです。
　宮崎県では、夏休みやお盆休みの帰省などで、家族や友人、地域のふれあいの機会が多い８月を「人権啓発強
調月間」と定め、さまざまなイベント、啓発活動を行います。
　この機会に、家族や友人と人権について少し話しをしてみませんか。
　安心して自分らしく生きていける社会をつくるために、身近なところから人権について考えていきましょう。

『
じ
ん
け
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
』
～
思
い
や
り
の
花
咲
く 

朗

読
と
音
楽
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～

　

人
権
に
関
す
る
詩
の
朗
読
や
、
音
楽
の

演
奏
を
通
じ
て
、
人
権
を
身
近
な
も
の
と

し
て
感
じ
て
い
た
だ
く
催
し
で
す
。

◆
日　

時　

８
月
24
日（
土
）

　

開
場
：
13
時　

開
演
：
14
時
～

◆
会　

場　

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

無
料（
事
前
申
込
み
必
要
）

◆
内　

容

　
【
第
１
部
】

『
え
が
お
ひ
ろ
が
る
音
楽
会
』

　

出
演　

野
田 
あ
す
か（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

　
　
　
　

都
城
少
年
少
女
合
唱
団

【
第
２
部
】

『
壇
ふ
み
が
い
ざ
な
う

　
　
　

朗
読
と
音
楽
の
ひ
と
と
き
』

　

出
演　

壇 

ふ
み（
女
優
）

◆
応
募
締
切　

８
月
16
日（
金
）

◆
応
募
方
法

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

じ
ん
け
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
事
務
局（
Ｕ
Ｍ
Ｋ
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
内
）

☎
０
９
８
５（
22
）１
１
２
２


０
９
８
５（
22
）１
１
２
８

Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.um

kag.com
/

jinken.php

イ
ベ
ン
ト
紹
介
！

●携帯電話からは
http://www.jinken.go.jp/soudan/
mobile/001.html

●パソコンからは
http://www.moj.go.jp/JINKEN/
jinken113.html

みんなの人権１１０番
☎０５７０－００３－１１０
　全国の法務局・地方法務局お
よびその支局で開設している常
設相談窓口につながります。

女性の人権ホットライン
☎０５７０－０７０－８１０
　配偶者、パートナーからの暴
力やセクシャル・ハラスメント
等、女性の人権問題に関する専
用相談電話です。

子どもの人権１１０番
☎０１２０－００７－１１０
　いじめ、虐待など、子どもの
人権問題に関する専門相談窓口
です。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。
全
国
の
各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
、
人
権
相
談
所
の
相
談

員
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
村
の
人
権
擁
護
委
員

　

椎
葉 

吉
人 

さ
ん（
尾　

向
）

　

松
岡 

鍾 

さ
ん　
（
松　

尾
）

　

那
須 

邦
子 

さ
ん（
不
土
野
）

　

皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ

れ
は
『
人
権
問
題
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
感
じ
た
り
、「
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な

る
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
悩
む
こ
と
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
気

軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
、
人
権
相

談
所
が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
難

し
い
手
続
き
は
何
も
い
り
ま
せ
ん
。
相
談

の
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
ま
た
、
面
接
に
よ
る
相
談
で
は
話
し

に
く
い
人
は
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

人
権
擁
護
委
員
は
村
民
の

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
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『
か
く
れ
脱
水
』と
は
？

『
か
く
れ
脱
水
』
が

　
起
こ
り
や
す
い
の
は
？

『
か
く
れ
脱
水
』
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
　
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と
は
？

健
康
だ
よ
り
№190

　

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
全
国
各
地
で
、
熱
中
症
や
脱
水
症
で
病
院
に

搬
送
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
き
ち
ん
と
対
策
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

今
号
の
健
康
だ
よ
り
で
は
、『
か
く
れ
脱
水
』
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
き
ち

ん
と
対
策
し
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

か
く
れ
脱
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
! !

　
『
か
く
れ
脱
水
』
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
体
の
水
分
量
が
不
足
す
る
こ
と
を
未
然

に
防
ぎ
、
体
温
を
一
定
に
保
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
室
内

に
い
て
も
、
日
頃
か
ら
習
慣
と
し
て
気
を
つ
け
て
欲
し
い
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
か
ら
だ
を
冷
や
す
も
の
を
食
べ
る
（
冷
や
し
す
ぎ
は
、
腹
痛
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
夏
野
菜
を
食
べ
る
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
）

○
エ
ア
コ
ン
を
適
度
に
使
用
し
、
な
お
か
つ
扇
風
機
な
ど
で
空
気
を
動
か
す

○
汗
の
吸
収
が
よ
く
、
通
気
性
の
よ
い
服
装
を
心
が
け
る

○
睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
質
の
良
い
睡
眠
を
心
が
け
る

○
麦
茶
を
飲
む
（
緑
茶
に
は
、
体
の
水
分
を
尿
と
し
て
外
に
出
す
働
き
が
あ
る

の
で
、
麦
茶
が
お
す
す
め
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
激
し
い
運
動
や

作
業
の
時
は
飲
ん
で
欲
し
い
で
す
が
、
糖
分
が
多
い
た
め
日
頃
か
ら
た
く
さ

ん
飲
む
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
）

○
お
風
呂
に
入
る
前
に
も
、
水
分
を
摂
取
す
る

＊ お 知 ら せ ＊
　福祉保健課では、平成２０年度から、
気持ちに寄り添いながら人の話を聴く
ための技術やコツを学ぶ『傾聴講座』
を開催しています。今年度も、“傾聴”に
ついてちょっと興味があるんだけど…
という人を対象とした『傾聴講座』を
下記のとおりに開催予定です。

◆日時　平成２５年９月３０日（月）　
　　　　午後１時～４時
◆場所　椎葉村総合保健センター
　　　　「すこやか館」

　今までに『傾聴講座』を受講したこ
とがなく、“傾聴”に興味があるとい
う人は、福祉保健課　健康づくりグ
ループまでお申込みください。申込者
には『傾聴講座』の詳細について、別
途ご案内いたします。多数のお申込み
をお待ちしております。（『傾聴講座』
に関してわからないことなども遠慮な
くお問い合わせください）

　

脱
水
症
は
、
あ
る
程
度
進
行
し
な
い

と
症
状
が
出
ま
せ
ん
。
脱
水
症
に
な
り

か
け
て
い
る
の
に
、
周
り
の
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
本
人
も
気
付
か
ず
、
対

策
が
で
き
て
い
な
い
状
態
を『
か
く
れ

脱
水
』と
い
い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
続

く
と
、
本
当
の
脱
水
症
と
な
り
、
熱
中

症
へ
と
進
ん
で
し
ま
う
の
で
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　
『
か
く
れ
脱
水
』
が
起
こ
る
の
は
、

炎
天
下
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
室
内

や
夜
間
、
運
転
中
な
ど
に
も
起
こ
り
や

す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
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食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
が
最
も
増
え
や
す
い
高
温
多

湿
な
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

細
菌
を
「
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」
の

三
原
則
を
も
と
に
、
今
回
は
弁
当
づ
く
り
で
の
ポ
イ
ン
ト
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
! !

健康だより〈No.190〉

梅しそチキンカツ

★作り方
①ささみを開いて、青じそと梅
　肉をはさむ。
②小麦粉、卵、パン粉を付けて
　揚げる。
③一口大に切って、できあがり。

栄養成分（１人分）

エネルギー：179kcal

たんぱく質：16.3g

脂　　　質：7.4g

塩　　　分：0.2g

暑い夏にぴったりのさっぱりおいしい「梅しそチキンカツ」。お弁当のおかずにもってこいですよ！

★材料（４人分）

鶏ささみ･･大きいもの４本（240g）
青じそ････２枚
梅肉･･････４ｇ（チューブのものでも
　　　　　　　　梅干しをつぶしても可）
卵････････適宜　　　小麦粉････適宜
パン粉････適宜　　　揚げ油････適宜

おすすめの傷みにくいおかず

菌をつけない！～きれいに洗い、素手でさわらない～
◦手、食材、調理器具、弁当箱はきれいに洗い、水分をしっかりふ

き取る。
◦ごはんや加熱済みのおかずを素手でさわらない。
◦おにぎりはラップを使って作る。

菌を増やさない！～菌は水分が大好き～
◦熱いものは蒸気がなくなるまで冷ましてから詰めたり、フタをす

る。時間がないときは保冷剤の上で冷ます。
◦弁当箱のフタについた水滴もふき取る。
◦おかずにかつお節、すりごま、青のり、のり、ゆかり粉などを使っ

て水分を吸わせる。

菌をやっつける！
～生ものは入れずしっかり加熱～

◦ 生ものやそのまま使いがちなハム・魚肉
ソーセージ、かまぼこ、ちくわ、はんぺん、
さけフレーク、ちりめんじゃこにも火を
通す。

◦前日に作ったおかずもできたてと同じくら
い熱々に再加熱する。

防腐作用のある
　　　食材を使う！

◦梅干し、ショウガ、にんにく、
ケチャップ、カレー粉、しそ、
わさび、からしなどを使う。

◦ ご飯に酢を混ぜて炊く。（米
２ 合 に 酢 大 さ じ １〈15g〉）
の割合。
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椎葉
晃充
村長の

７月の
動き

１
日　

観
光
レ
デ
ィ
認
定
書
交
付
式

　
　
　

異
動
・
新
規
採
用
職
員
辞
令
交
付

　
　
　

庁
議

　
　
　

広
域
連
合
７
月
議
会（
日
向
市
）

２
日　

町
村
会
政
策
懇
談
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
の
予
算
編
成
及
び

　
　
　
　

施
策
に
関
す
る
要
望
活
動

３
日　

日
向
・
東
臼
杵
市
町
村

　
　
　
　

振
興
協
議
会
総
会（
日
向
市
）

４
日　

全
国
町
村
会
理
事
会（
東
京
都
）

８
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会（
鹿
野
遊・仲
塔
）

　
　
　

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式（
鹿
野
遊
）

９
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会（
尾
向・不
土
野
）

10
日　

入
札

11
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会（
松
尾・上
椎
葉
）

　
　
　

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式（
松
尾
）

12
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会（
尾
八
重・小
崎
）

16
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会（
栂
尾・大
河
内
）

　
　
　

長
寿
祝
い
金
交
付
式（
大
河
内
）

18
日　

み
や
ざ
き
木
づ
か
い
県
民
会
議

20
日　

福
岡
鈴
の
音
会（
福
岡
県
）

22
日　

県
道
路
愛
護
運
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会
総
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

治
山
林
道
協
会
理
事
会

23
日　

東
北
被
災
地
の
人
的
支
援
要
請
活
動

24
日　

公
有
林
野
全
国
総
会（
東
京
都
）

25
日　

全
国
町
村
会
理
事
会（
東
京
都
）

26
日　

高
速
自
動
車
道
国
道
建
設
促
進

　
　
　
　

期
成
同
盟
会
総
会（
宮
崎
市
）

27
日　

日
向
支
部
消
防
操
法
大
会（
日
向
市
）

29
日　

平
成
26
年
度
政
府
予
算
編
成

　
　
　
　

お
よ
び
施
策
に
関
す
る

　
　
　
　

要
望
活
動（
東
京
都
）

30
日　

県
道
上
椎
葉
湯
前
線

　
　
　
　

要
望
活
動（
宮
崎
市
・
～
31
日
）

31
日　

入
札

村のできごと

　

７
月
17
日
、
村
長
室
で
当
工
事
の
受
注

会
社
で
あ
る
日
本
工
営
株
式
会
社
と
の
間

柏
原
発
電
所
更
新
工
事
請
負
契
約
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
発
電
所
は
、
昭
和
29
年
に
運
用
を
開

始
し
、
現
在
で
58
年
を
経
過
し
て
お
り
、

維
持
管
理
の
問
題
等
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
国
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
制

度
の
事
業
を
活
用
し
、
更
新
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
工
事
期
間
は
お
お
む
ね
１
年
半

で
、
平
成
27
年
３
月
の
運
用
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

椎
葉
村
営

間
柏
原
発
電
所

更
新
工
事
請
負

契
約
書
授
与
式

　

７
月
21
日
、
村
内
11
ヵ
所
の
投
票
所
で
、
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
次
の
と
お
り
確
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
投
票
率
の
低
い
選
挙
と
な
り
、
本
村
の
投
票
率
は
72
．20
％
で
、
３
年
前
の
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
76
．03
％
と
比
べ
て
３
．83
ポ
イ
ン
ト
下
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

投
開
票
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○投票区別投票結果

投票区 地区名
当日

有権者数
投票者数 投票率　

１ 上椎葉 777 550 70.88

２ 鹿野遊 187 140 74.87

３ 仲　塔 110 79 71.82

４ 尾八重 73 63 86.30

５ 尾　前 167 126 75.45

６ 不土野 125 99 79.20

７ 栂　尾 37 28 75.68

８ 大河内 224 170 75.89

９ 小　崎 265 203 76.60

10 松　尾 576 337 58.51

11 向　山 218 197 90.37

合　計 2,759 1,992 72.20

※期日前投票 742票、不在者投票 15票を含む

○候補者別得票数
　（県選出議員選挙）

ながみね誠
1,593票　

どうきゅう誠一郎
281票

来住一人
51票

こうの一郎
37票
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第
31
回
体
力
づ
く
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
７
月
７
日
・
村
体
育
館
）

尾向少年剣道が
中央大会に出場！

　

今
年
の
大
会
に
は
、
男
子
10
チ
ー
ム
、
女
子
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
で
は
、
松
尾
Ｂ
チ
ー
ム
が
鹿
野
遊
Ａ
チ
ー
ム
の
７
連
覇
を
阻
止
し
、
約
20
年
ぶ

り
の
優
勝
を
手
に
す
る
な
ど
、
男
女
と
も
見
応
え
の
あ
る
試
合
で
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　尾向少年剣道が、
日向東臼杵ブロッ
ク大会女子団体の
部で２位入賞を果た
し、７月 ６ 日 に 開
催された中央大会
に出場しました。
　結果は惜しくも予選敗退となりました
が、一生懸命がんばりました。

【男子の部】
　　優　勝　松尾Ｂ
　　準優勝　鹿野遊Ａ

【女子の部】
　　優　勝　上椎葉公民館婦人部
　　準優勝　松尾Ａ

▲６月28日・日向東臼杵ブロック大会

　

６
月
に
行
わ
れ
た
村
大
会
の
上
位
３
隊

が
出
場
。
ま
た
、
今
大
会
は
椎
葉
村
消
防

団
ラ
ッ
パ
隊
が
式
典
の
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
会
に
出
場
し
た
３
隊
と
も
素
晴
ら
し

い
操
法
を
披
露
し
、
第
７
部
が
優
勝
、
本

部
が
２
位
、
第
11
部
が
４
位
と
上
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
来

年
も
椎
葉
村
消
防
団
が
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
大
会
結
果
】

　

○
第
７
部　

優
勝（
３
２
４
点
・
46
秒
）

　

○
本　

部　

２
位（
３
１
９
点
・
43
秒
）

　

○
第
11
部　

４
位（
３
１
５
点
・
41
秒
）

優勝おめでとうございます ! 日
向
支
部

　

消
防
操
法
大
会

（
７
月
27
日
・
日
向
市
）

▲ ▲３隊とも素晴らしい操法でした！

▼さすが椎葉村消防団のラッパ隊！
　演奏も完璧でした！
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今
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

採
択
を
受
け
た
上
椎
葉
公
民
館
が
机
や
椅

子
な
ど
の
公
民
館
設
備
や
、
研
修
等
で
使

用
す
る
た
め
の
事
務
機
器
、
健
康
づ
く
り

活
動
で
使
用
す
る
備
品
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
な

ど
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
、
延
岡
家
畜
市
場
で
開
催
さ

れ
た
７
月
期
子
牛
郡
共
進
会
で
、
椎
葉
村

が
団
体
優
勝
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
雌
子
牛
の
部
】

　

優
等
首
席

　
　

右
田 

由
一 

さ
ん
（
川
ノ
口
）

　
　

さ
き
１
８
７
号

　
　
　
（
勝
平
正
×
安
平
×
糸
福
）

　

優
等
２
席

　
　

平
岡 

擴 

さ
ん
（
栗
ノ
尾
）

　
　

ひ
め
３
号（
忠
富
士
×
安
平
×
隆
桜
）

【
去
勢
の
部
】

　

優
等
３
席

　
　

那
須 

盛
男 

さ
ん
（
尾
田
山
中
）

　
　

高
福
号（
勝
平
正
×
福
之
国
×
福
桜
）

平
成
25
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

７
月
期
子
牛
郡
共
進
会

椎
葉
村
団
体
優
勝
！▲雌子牛の部で優等首席「さき１８７号」

祝100歳！椎葉ミツノさん

青年団と交流！

　

６
月
23
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
椎
葉
ミ
ツ
ノ
さ
ん（
丸
野
）。
誕

生
日
の
お
祝
い
に
村
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
さ
れ
て

く
だ
さ
い
ね
。

　

７
月
４
日
、
高
学
年
の
集
合
学
習
で

青
年
団
が
夢
織
り
の
館
を
訪
れ
、
子
ど

も
た
ち
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
青

年
団
が
用
意
し
た
ク
イ
ズ
な
ど
で
と
て

も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

すこやか祝い金贈呈式
　

７
月
に
す
こ
や
か
祝
い
金
の
贈
呈
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
し
い
命
の
誕
生
は
本
村
の
宝
で
す
。
健
や
か
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

▲

那
須 

心こ

春は
る 

ち
ゃ
ん

（
大
久
保
）

　

一
樹
・
香
保
理 

さ
ん

（
第
３
子
）

▲

甲
斐 

珠す

寿ず

紗さ 

ち
ゃ
ん

（
岩
屋
戸
上
）

　

飛
翔
・
衣
代 

さ
ん

（
第
１
子
）

▲

岡
村 

茜せ
ん

李り 

く
ん

（
新
下
松
尾
）

　

拓
尭
・
ひ
よ
り 

さ
ん

（
第
１
子
）
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高
校
生
を

　
　

励
ま
す
会

楽
し
い
夏
休
み
！

　

７
月
13
日
、
日
向
市
で
日
向
村
人
会

に
よ
る
日
向
地
区
高
校
生
を
励
ま
す
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
向
か
ら
５
人
、
延
岡
か
ら
２
人
、

計
７
人
の
高
校
生
が
参
加
し
、
将
来
の

夢
な
ど
の
話
し
で
盛
り
上
が
り
充
実
し

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
の
高
校
生
活
は
大
変

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

　

７
月
21
日
、
椎
葉
小
学
校
の
１
年
生

た
ち
が
流
し
そ
う
め
ん
の
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

お
父
さ
ん
た
ち
が
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
準
備
し
て
く
れ
て
、
た
く
さ
ん

あ
っ
た
そ
う
め
ん
も
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
ス
イ
カ
割
り
を
し
た

り
、
ハ
チ
の
子
を
食
べ
た
り
と
夏
休
み

の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
ね
。

写
真
提
供
：
田
原
幸
代
さ
ん

　７月２４日、椎葉小学校プールで村内の５・６年が集
まり水泳大会が開催されました。
　自由形・平泳ぎの記録会、学校対抗のリレーが行われ、
たくさんの声援を受けて泳いでいました。
　大会の結果は次のとおりです。

【大会成績】※敬称略　☆は新記録

◆１００ｍリレー
　優勝　椎葉小（大夢・淳之介・陽菜・淳）1分33秒6

◆自由形

２５
ｍ

５年
男子 　椎葉 純

あつ

大
ひろ

　　（椎　葉） 23秒4

女子 　椎葉 愛
ほのか

果　　（松　尾） 22秒7

６年
男子 　梅北 愛

まな

斗
と

　　（大河内） 18秒8

女子 　甲斐 涼
すず

　　　（小　崎） 21秒1

５０
ｍ

５年
男子 　甲斐 崚

りょうた

太　　（松　尾） 55秒8

女子 　岡村 美
み

桜
お

花
か

（松　尾） 70秒3

６年
男子 　梅北 愛斗　　（大河内） 45秒8

女子 　甲斐 涼　　　（小　崎） 50秒1

◆平泳ぎ

２５
ｍ

５年
男子 　大崎 惇

あつ

史
し

　　（椎　葉） 37秒7

女子 ☆椎葉 愛果　　（松　尾） 31秒4

６年
男子 　梅北 愛斗　　（大河内） 27秒0

女子 　甲斐 涼　　　（小　崎） 29秒7

５０
ｍ

５年
男子 　大崎 惇史　　（椎　葉） 78秒9

女子 　椎葉 愛果　　（松　尾） 75秒3

６年
男子 　梅北 愛斗　　（大河内） 56秒6

女子 　甲斐 涼　　　（小　崎） 65秒6

椎葉村小体連水泳大会
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７
月
８
日
、
村
長
室
で
「
子
ど
も
大
八
郎
・

鶴
富
姫
」
の
抽
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
か
わ
い
い
主
役
は
次
の
子
ど
も
た

ち
で
す
。

☆
９
日（
土
）

　

椎
葉 

瑞み
ず

基き 

さ
ん（
尾
向
小
）

　

大
森 

萌も
え 

さ
ん（
椎
葉
小
）

☆
10
日（
日
）

　

久く

壽す

米め

木ぎ 

聡そ
う

伍ご 

さ
ん（
椎
葉
小
）

　

椎
葉 

沙さ

菜な 

さ
ん（
尾
向
小
）

　

７
月
１
日
、
村
長
室
で
今
年
の
椎
葉
平
家

ま
つ
り
２
０
１
３
の
主
役
と
な
っ
た
３
人

に
、
村
長
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
椎
葉
村
の
観
光
大
使
と
し
て
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

決
定
！ 

子
ど
も

大
八
郎
・
鶴
富
姫

椎
葉
平
家
ま
つ
り
の
主
役
が
決
定
！

　

７
月
18
日
に
耳
川
上
流（
尾
向
地
区
）で
捕

獲
さ
れ
た
平
家
マ
ス
。
大
き
さ
は
な
ん
と
約

60
㎝
。
こ
の
大
き
さ
で
川
を
泳
い
で
い
る
の

を
見
つ
け
た
ら
驚
き
ま
す
よ
ね
。

　４～５月に募集した「大ヤマメ愛称募集」には、全国

１１７人から３１３点の応募がありました。

　その中から、関係者等による人気投票を行い、椎葉村漁

協の理事会および総代会の承認を得て「平家マス」に決定

しました。

　今後、遊漁の心得に明記するほか、様々なＰＲ活動に活

用されます。

◆最優秀賞『平家マス』

　椎葉 瑞基 さん（尾向小４年）

　椎葉 空 さん（尾向小６年）

　石井 直希 さん（尾向小６年）

　髙瀬 純一 さん（美郷町）

◆優秀賞

　『銀ザクラ』船田 博秀 さん（名古屋市）

　『銀
ギン

武
ム

紅
ク

』黒木 由紀 さん（椎葉村）

　『へいけます』椎葉 慧 さん（尾向小２年）

　『平家鱒』生田 雅和 さん（福岡市）

大物！ 平家マス

椎葉ダム湖に生息する大ヤマメの愛称決定！

▲

認
定
証
を
受
け
取
っ
た
尾
向
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち

那須 大八郎

那
須 

優
一
郎 

さ
ん

（
28
歳
・
不
土
野
）

観光しいば

甲
斐 

千
秋 

さ
ん

（
27
歳
・
福
岡
県（
尾
向
出
身
））

鶴富姫

椎
葉 

彩
香 

さ
ん

（
23
歳
・
日
向
市
）
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　椎葉村青年団連絡協議会では、村の活性化を図るために様々な活
動を行っています。
　中でも、村の深刻な悩みであるお嫁さん不足を解消するために、
今年も青年団らしい方法で婚活事業「恋旅２０１３」を開催します。
　昨年度実施した「恋旅２０１２」では、３組のカップルが誕生して、
なんと内２組の結婚が決まりました。本当におめでとうございます。
　村民の皆さんにお願いです。ご親戚、お知り合いで県内在住の独
身女性がいらっしゃれば、ぜひお声かけをお願いします。
　椎葉平家恋物語の里で、素敵な恋を求めてみませんか？青年団!
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
８
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
２
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
３
期
）

■
納
期
限　
　

９
月
２
日（
月
）

■
口
座
振
替　

８
月
26
日（
月
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

ん
が
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

夫
婦
は
も
ち
ろ
ん
、ご
家
族
、ご
親
戚
、

ご
近
所
の
ご
友
人
と
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日　

９
月
16
日（
月
）

■
時　

間　

受　

付　

９
時
～

　
　
　
　
　

開　

会　

10
時
30
分
～

■
場　

所  

村
体
育
館

■
内　

容

　

・
金
婚
夫
婦
お
祝
い

　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

■
参
加
資
格　

村
内
在
住
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
に
は
お
弁
当
が
用
意

さ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
限　

８
月
26
日（
月
）

　

※
組
合
長
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
68
）７
５
１
２

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
２

▽
相
　
談

お
気
軽
に「
行
政
相
談
」へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

８
月
13
日
・
９
月
10
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募
　
集

自
衛
官
募
集
！

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

９
月
６
日
ま
で

■
試
験
期
日

　

○
１
次　

９
月
16
日
～
17
日

　

○
２
次　

10
月
５
日
～
11
日

　

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
入
隊　

26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

【
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）】

■
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
募
集

■
試
験
期
日

　
　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）】

■
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

９
月
６
日
ま
で

■
試
験
期
日　

９
月
22
日
～
26
日

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
入
隊　

26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

竹
灯
篭
ま
つ
り

　

竹
灯
篭
ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
中
心
に

製
作
し
た
、
約
２
０
０
本
の
竹
灯
篭
の
灯

り
が
幻
想
的
な
世
界
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
６
日（
金
）
18
時
～

■
会
場　

役
場
横
駐
車
場

　
　
　
　

※
雨
天
時
は
開
発
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　

カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
　
　
　

抽
選
会

※
ご
自
宅
に
届
い
た
案
内
チ
ラ

シ
が
抽
選
券
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
商
工
会

　

☎（
67
）２
０
０
５

平
成
25
年
度　
　
　
　
　
　

福
祉
ま
つ
り
開
催
！

  

５
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
福

祉
ま
つ
り
」
が
、
今
年
度
か
ら
２
年
に
１

度
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
、
金
婚
夫
婦
の
お
祝
い
も
あ
わ
せ
て
行

う
予
定
で
す
。

　

福
祉
ま
つ
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
福
祉
用
品
の
展

示
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
も
行
わ
れ

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
人
は
事
前
に
申
込
み
が
必

要
で
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
組
合
長
さ

村内のうごき  ●７月１日現在
　男　 1,452人（－3）
　女　 1,500人（－3）
　計 　2,952人（－6）
世帯数 1,199戸（±0）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』



Shiiba Information

Public Relations of  SHIIBA 13 2013（H25）８月号

【
航
空
学
生
】

■
資
格

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

９
月
６
日
ま
で

■
試
験
期
日

　

○
１
次　

９
月
21
日

　

○
２
次　

10
月
12
日
～
17
日

　

○
３
次　

11
月
９
日
～
12
月
12
日

■
入
校　

26
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４      

職
業
訓
練
生
募
集
！

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就

職
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

①
平
成
25
年
10
月
３
日
～
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
ヶ
月
間
）

　

②
平
成
25
年
10
月
10
日
～
４
月
28
日

　
（
橋
渡
し
訓
練
＋
本
訓
練
６
ヶ
月
間
）

■
訓
練
科

　

①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　
　

金
属
加
工
科　
　
　
　
　
　
　

18
人

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科　
　
　
　

33
人

　
　

電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　

15
人

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　
　

18
人

　

②
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
　
（
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
）15
人

■
募
集
期
間　

①
８
月
29
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

②
９
月
６
日
ま
で

■
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

　

※
②
は
概
ね
40
歳
未
満
の
若
年
者
対
象

■
受
講
料　

　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
で
す
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５

第
４
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会　
　
　
　
　

選
手
募
集

　

こ
の
大
会
は
、
宮
崎
県
駅
伝
の
伝
統
を

継
承
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
と
駅
伝
王
国

宮
崎
の
復
活
を
期
し
併
せ
て
県
内
市
町
村

の
さ
ら
な
る
交
流
の
促
進
、
県
民
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

次
の
日
程
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
の
選
手
と
し
て

走
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
の
練
習
と
平
行
し
て
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
陸
上
教
室
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

始
め
ら
れ
た
人
や
今
か
ら
始
め
た
い
人
な

ど
、
ご
興
味
の
あ
る
人
は
ふ
る
っ
て
参
加

申
込
み
い
た
だ
き
、
個
人
の
健
康
管
理
に

役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
大
会
期
日

　

平
成
26
年
１
月
13
日（
月
）

■
選
手
募
集
範
囲

第
１
区（
小
学
生
男
子
）　

１
．８
㎞

第
２
区（
50
歳
以
上
）　　

２
．２
㎞

第
３
区（
高
校
生
）　　
　

５
．０
㎞

第
４
区（
40
歳
以
上
49
歳
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．６
㎞

第
５
区（
中
学
生
）　　
　

２
．７
㎞

第
６
区（
一
般
）　　
　
　

４
．８
㎞

第
７
区（
中
学
生
）　　
　

３
．４
㎞

第
８
区（
小
学
生
女
子
）　

１
．１
㎞

第
９
区（
小
学
生
男
子
）　

１
．５
㎞

第
10
区（
一
般
）　　
　
　

７
．４
㎞

第
11
区（
小
学
生
女
子
）　

１
．０
㎞

第
12
区（
高
校
生
）　　
　

５
．７
㎞

■
練
習
日
程

 

８
月
第
４
週
か
ら（
毎
週
火
曜
日
）

（
時
間
帯
：
午
後
６
時
～
８
時
30
分
）

■
練
習
会
場　

 

総
合
運
動
公
園

■
選
手
参
加
資
格

①
村
内
在
住
の
方

②
か
つ
て
村
内
に
在
住
し
て
い
た
者
、

勤
務
し
て
い
た
者

③
他
県
在
住
で
あ
っ
て
も
、
村
内
の
小

学
校
を
卒
業
し
た
者

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）２
８
５
０

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
８
１

広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

黒
木 

悠ゆ
う

翔と 

く
ん

（
十
根
川
）
彰
之
・
智
美 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

黒
木 

春
雄 

様
（
64
歳
）

仲　

塔
（
胡
麻
山
）

　

山
本 

サ
ヨ
コ 

様
（
73
歳
）

松　

尾
（
竹
ノ
八
重
）

　

椎
葉 

キ
ヨ
子 

様
（
向
山
日
添
）

（
故 

椎
葉 

良
邦 
様
）

　

黒
木 

律
子 

様
（
胡
麻
山
）

（
故 

黒
木 

春
雄 

様
）

　

椎
葉
中
学
校
昭
和
43
年
度
卒
業
生

　

還
暦
同
窓
会
参
加
者
御
一
同 

様

感想、要望などお書きください。
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い
ろ
い
ろ
記
事
、
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
本
当
に
な
つ
か
し
く
、

楽
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
の
記
事
で
は
、
先
月
、
今
月
と
人
口
が
増
え
て
い
ま
し
て
、
と
て

も
思
い
が
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
ひ
と
り
だ
と
し
て
も
増
え
る
と
い
う
こ

と
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

尾
向
渓
谷
ま
つ
り
も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
ね
。
尾
向
小
学
校
に
通
学
し
て
い

た
と
き
、
学
校
か
ら
下
り
た
ふ
も
と
に
は
、
は
が
き
一
面
で
は
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
川
が
お
だ
や
か
な
流
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

椎
葉
晃
充
村
長
さ
ん
も
、
５
期
目
の
村
長
と
な
ら
れ
、
村
民
の
大
き
な
期
待

の
も
と
で
一
層
頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
層
の
ご
活
躍
を
念

じ
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

椎
葉
フ
ヂ
エ 

様
（
鹿
屋
市
）

○
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
口
が
増
え
る
こ
と
は
過
疎
化
が
進
む

椎
葉
村
に
と
っ
て
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
尾
向
渓
谷
は
現
在
も
き
れ
い

で
県
外
か
ら
の
釣
り
客
も
多
い
よ
う
で
す
。
地
元
の
人
た
ち
で
き
れ
い
な
川

を
維
持
す
る
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

で
す
ね
。
広
報
を
通
し
て
、
美
し
い
椎
葉
村
の
自
然
を
発
信
し
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

戸
籍
だ
よ
り
（
６
月
届
出
分
）

香
典
返
し

（
６
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

１
日　

第
26
回
ひ
え
つ
き
節

　
　
　
　

日
本
一
大
会（
決
勝
）

３
日　

９
月
期
子
牛
・
秋
季
育
成
牛

　
　
　
　

郡
共
進
会

　
　
　

予
防
接
種（
ヒ
ブ
・
Ｍ
Ｒ
・
日
脳
）

４
日　

１
歳
・
２
歳
・
２
歳
６
ヶ
月
児

　
　
　
　

歯
科
健
診

７
日　

防
災
訓
練（
尾
八
重
）

10
日　

９
月
村
議
会
定
例
会（
～
18
日
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
四
混
・
三
混
）

14
日　

椎
葉
中
学
校
体
育
大
会

16
日　

敬
老
の
日

　
　
　

椎
葉
村
福
祉
ま
つ
り

17
日　

予
防
接
種（
日
脳
・
ポ
リ
オ
）

18
日　

子
牛
セ
リ
市（
～
19
日
）

22
日　

東
臼
杵
郡
町
村
職
員

　
　
　
　

採
用
試
験（
門
川
町
）

　
　
　

地
区
合
同
運
動
会

　
　
　
　
（
不
土
野
小
・
松
尾
小
）

23
日　

秋
分
の
日

24
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
肺
炎
球
菌
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

　
　
　

妊
婦
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

29
日　

小
学
校
運
動
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
・
尾
向
小
・

　
　
　
　
　

小
崎
小
・
大
河
内
小
）

９
月
の
主
な
行
事

一
般
寄
付
大
事
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
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選
評
・
角
　
光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

暮
れ
な
ず
む
山
深
く
な
り
小
暑
か
な	

山
本　

和
枝

［
評
］
小
暑
と
は
暦
で
い
う
二
十
四
節
気
の
中
の
言
葉
で
、
夏
至
か
ら
数
え
て
十
五

日
、
七
月
七
日
と
の
事
で
あ
る
。
作
者
は
こ
の
言
葉
を
季
語
と
し
て
用
い
る

け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
季
語
集
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

日
々
、
山
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
中
で
「
暮
れ
な
ず
む
山
」
が
影
濃
く

な
っ
て
い
く
様
は
、
日
常
の
味
を
良
く
表
出
し
て
い
る
。

玉
苗
の
植
田
に
緑
の
風
わ
た
る	

那
須　

正

［
評
］「
玉
苗
」
は
早
苗
の
尊
称
で
あ
る
。
以
前
に
も
田
植
機
を
泥
田
に
お
ろ
す
時

に
そ
っ
と
お
ろ
し
て
や
っ
た
と
い
う
句
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
さ
に
農
業
人

那
須
正
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
一
句
の
後
半
「
緑
の
風
」

は
季
が
さ
な
り
の
恐
れ
あ
り
。

雷
二
つ
か
す
か
に
響
き
梅
雨
明
く
る	

小
丸
川　

隆

［
評
］
今
年
は
梅
雨
が
い
つ
明
け
た
か
解
ら
な
い
よ
う
な
天
候
が
つ
づ
い
た
。
雷

さ
ん
を
続
け
て
二
つ
聞
い
た
と
い
う
事
が
梅
雨
明
け
と
は
、
す
っ
き
り
し
て

い
る
。

《
佳
作
》

臑
つ
つ
く
小
川
ひ
や
り
と
目
高
か
な

中
瀬　

汀

故
郷
の
小
川
に
生
き
る
メ
ダ
カ
か
な

中
瀬　

ヤ
ス
エ

赤
ト
ン
ボ
涼
し
い
頃
に
元
気
だ
し

黒
木　

八
重
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
夏

バ
テ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
▼
夏
バ
テ
に
き
く
食

べ
の
も
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
ウ
ナ
ギ
で
し
ょ

う
か
。
椎
葉
村
内
で
も
獲
れ
た
と
い
う
話
し
を

ち
ら
ほ
ら
聞
き
ま
す
▼
椎
葉
で
獲
れ
る
ウ
ナ
ギ

は
臭
み
が
な
く
て
、
身
が
し
ま
っ
て
い
て
と
て

も
お
い
し
い
そ
う
で
す
▼
話
し
を
聞
く
だ
け
で

よ
だ
れ
が･･･

▼
栄
養
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
暑
い
夏

を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
ね
！
（
梅
吉
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

　

日
向
市
南
部
の
美
々
津
町
立
縫
地
区
に

残
る
祭
り
で
す
。

　

神
武
天
皇
の
御
東
征
の
日
程
が
早
ま

り
、
さ
ら
に
、
出
発
が
早
朝
に
な
っ
た
た

め
、
町
の
人
々
に
、
お
舟
出
を
知
ら
せ
る

た
め
「
お
き
よ
、
お
き
よ
」
と
言
っ
て
、

家
々
の
木
戸
を
叩
き
、
起
こ
し
て
回
っ
た

と
い
う
伝
説
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
旧
暦
の
８
月
１
日
の
早
朝
に
行
わ

れ
、
今
年
は
、
９
月
５
日
の
午
前
４
時
か

ら
、
美
々
津
の
立
磐
神
社
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
一
味
違
う
こ
の
祭

り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
５
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
４
時
か
ら

■
場
所　

美
々
津
町

日
　
向
　
市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

『
お
き
よ
祭
り
』

今月の表紙  Cover Message

　
竹
灯
篭
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
を
中
心
に
９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る

ま
つ
り
に
向
け
て
、
灯
篭
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
全
部
で
２
０
０
本
の

竹
灯
篭
が
作
ら
れ
ま
す
。
ま
つ
り
当
日

は
、
そ
の
竹
灯
篭
が
設
置
さ
れ
、
灯
篭

の
明
か
り
で
幻
想
的
な
世
界
を
作
り
出

し
ま
す
。

『竹灯篭』

■問い合わせ先
　日向市観光振興課
　☎０９８２−５２−２１１１
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　７月８日は皆さん何の日か知っていますか？みんなも大好きな
「チキン南蛮の日」です。その日を前に７月７日『チキなん誕生祭』
に行ってきました♪とても暑い中たくさんのお客さまが来てくださり、一緒にゲームをしたりダンスをした
りと、とても楽しい時間を過ごさせていただきました。イベント最後には８人のゆるキャラのお友達と一緒
にチキなん番長の４歳のお祝いをしました。チキなん番長もとても嬉しそうでしたよ♪これからも、ほかの
キャラクターと仲良く宮崎県全体を盛り上げるために、皆さん
のもとに駆けつけますよ☆待っててね♪

　子どもたちは楽しい夏休み♪勉強・お
手伝い・早寝早起きをしてたくさん遊ん
で楽しい夏休みにしてね♪
　フェイスブックページ：
　fb.com/otsuruchan.shiiba
　チェックしてみてね♪

▲たくさんの人と握手しました！ ▲お客さまと一緒にゲームをしたよ！ ▲お友達みんなでチキなん番長４歳のお祝い！

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！ 17
おつるちゃんチキなん誕生祭に行くの巻

　タマムシ科の甲虫で、一般にタマムシと呼ばれ、本
州～九州に分布します。成虫は７～８月に多く発生し、
エノキやケヤキ等の生葉を食べます。交尾した雌は、
食草の樹木のほか、サクラ・アカメガシワ等の広葉樹
の衰退木や枯れ木に卵を産み付けます。幼虫は材を食
べながら成長し、２～３年かけて羽化します。成虫は
体長が25～40mmほどで、２ヶ月くらいしか生きられ
ません。全身緑色の金属光沢があり、胸部と上翅に一
対の赤いラインを持ちます。美しく鮮やかな体色は非
常に目立つため、外敵に狙われやすいと思われがちで
すが、その反射光を天敵の鳥が嫌うため、身を守る効
果があると考えられています。翅が綺麗で死んだ後も
色が変わりづらいことから、装飾品として古くから利
用されてきました。奈良県の法隆寺に保管されている
国宝「玉虫厨子（たまむしのずし）」にも数多くのタマ
ムシの翅が使用されています。

（九州大学演習林　鍜治　清弘・内海　泰弘）

ヤマトタマムシ
30椎葉の生き物

BOOK  CORNER
　

自
分
の
力
だ
け
で
生
き
て
い
る
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
。じ
ゃ
あ
、

子
ど
も
か
と
い
う
と
無
知
に
振
舞
え
る

年
齢
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
。い
ち
ば
ん

自
由
で
、い
ち
ば
ん
窮
屈
。
恋
や
、将
来

の
不
安
や
、も
て
あ
ま
し
気
味
の
孤
独
の

中
で
揺
れ
動
く
大
学
生
５
人
と
そ
の
仲

間
た
ち
。彼
ら
が
踏
み
出
す〝
最
初
の
一

歩
〟と
は
？ 

日
常
に
ひ
そ
む
一
瞬
の
き
ら

め
き
が
詰
ま
っ
た
青
春
小
説
の
決
定
版
。

『
も
う
い
ち
ど
生
ま
れ
る
』

【出版社】幻冬舎　（著）浅井 リョウ

○椎葉村民図書室の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba
■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0082

消防と神楽が大好きな
証☆これからも健康で
優しい男の子でいてく
ださいね。早く大きく
なってお父とキャッチ
ボールしよう。

椎葉 証
あかし

 くん（２歳）
上椎葉（上椎葉下３）

おとうさん：記史 さん
おかあさん：八千代 さん

未来にはばたけ！


